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第 224 回 青葉ことばの会（2022/9/17 オンライン開催） 

 

文語訳聖書における「死ぬ」の四段活用化について 
 

遠藤
えんどう

 佳那子
か な こ

（鶴見大学） 
 

1、問題の所在と本発表の目的 

 日本聖書協会から現在頒布されている『舊新約聖書 文語訳』（以下「流布版」）には次の

ような表現がある1。 

（1a）なんぢ死者
しねるもの

にくすしき事跡
み わ ざ

をあらはしたまはんや（詩篇 88:10） 
 この「死ねる者」とは「死ぬことができる者」のように可能の意味を表す下一段活用動詞

ではなく、「眠れる森の美女（眠っている森の美女）」のように、いわゆる存続・完了の助動

詞「り」が動詞に後接した形式である。つまり「死んだ状態にある者」の意味で、最新の聖

書協会共同訳（以下「協会共同訳」）では次のように「死者（ししゃ）」と訳される。 

 →（1b）あなたは死者
し し ゃ

のために奇
く

しき業
わざ

をなさるでしょうか。（協会共同訳、詩編 88:11） 
「死ぬ＋り」の組み合わせは、上記だけでなく、連体形だけでなく終止形も確認できる。 

（2a）アダムの生存
いきながら

へたる齢
よはひ

はすべて九百三十歳なりき而
しか

して死ねり（創世 5:5） 
 →（2b）アダムが生きた生涯は、合わせて九百三十年であった。そして彼は死んだ。 

（協会共同訳、創世 5:5） 

 しかしながら、古典日本語の助動詞「り」は前接語に制約があり、四段活用動詞かサ行変

格活用動詞「す」にしか接続しない。上記の例は規範的な古典文法に照らせば破格表現とな

る。 

 一方、流布版には「死ねり」だけでなく、「死にたり」の例も見える。 

（3）ハランは其
その

父テラに先だちて其生
うまれ

處
どころ

なるカルデヤのウルにて死にたり 
（創世 11:28） 

（4）われは死にたるもののごとく忘られて人のこゝろに置かれず（詩編 31:12） 

 これは、いわゆる存続・完了の助動詞「り」と「たり」が文脈によって使い分けられてい

るように見える。日本語訳聖書が翻訳資料である以上、原語（ヘブライ語・ギリシア語）や、

翻訳の過程で参考にした可能性のあるラテン語聖書や英訳聖書、漢訳聖書などからの影響

が第一に考えられ、それらのテキストと対照して検証することも必要である。 

しかし、翻訳はあくまで目標言語の文法的な許容範囲内で行われるものであろう。よしん

ば起点言語の訳し分けを企図していたとしても、それは破格表現を許容する理由にはなら

ない。加えて、聖書の翻訳は宗教的な理由から厳密さが求められるため、一言一句を慎重に

吟味したと思われる。このとき規範的古典文法が前提にあれば、この表現は回避したのでは

 
1 引用に際し、ルビを省略した箇所、漢字を現行の字体に改めた箇所がある。引用文の下線は
引用者による。以下同。 
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ないだろうか。つまり、起点言語との関係もさることながら、上記のような表現を許容した

文語訳聖書のテキストの持つ性格を確認することもまた、必要なのである。 

 以上の問題意識から、本発表では文語訳聖書における「死ぬ」「り」の使用実態を確認し、

「死ぬ＋り」が実現した背景について考察する。 

 

2、文語訳聖書について 

 流布版の文語訳聖書は、異なる翻訳過程を経たテキストが複合したものである。ヘボンが

中心となった翻訳委員会による、いわゆる「明治元訳」と、これを前提に改訳された「大正

改訳」からなる。大正改訳は新約聖書だけが完成したため、流布版には明治元訳の旧約聖書

と、大正改訳の新約聖書とが合本されている。 

 

 『旧約全書』（1888）→ …………………… →  

 『新約全書』（1880）→『新約聖書』（1917）→  

  明治元訳       大正改訳  

 

上記の系譜は会派を超えた翻訳委員会によるもので、広義の文語訳聖書は上記以外にも

個人訳や正教会訳などがあるが、本発表では翻訳委員会による資料に絞って調査を行う。中

でも、一般に最も流布し、テキストデータ化されている流布版を中心に取り上げる。 

 

3、古典語の語法とその記述 

3-1、ナ行変格活用 

古典日本語において、「死ぬ」はナ行変格活用動詞である。連体形・已然形の形式が四段

活用とは異なる。話し言葉においては、江戸では 18 世紀後半から、上方では 19 世紀末に四

段活用の形式が認められ、その後、他の四段活用と共に五段化したとされる。 

【表 1】「死ぬ」の活用形式 

  未然形 連用形 終止形 連体形 已然形 命令形 

ナ行変格活用 死 な に ぬ ぬる ぬれ ね 

ナ行四段活用2 死 な に ぬ ぬ ね ね 

変化の過渡期には、書き言葉である地の文にも次のような例が見える。連体形があるべき

所で、古典語であれば「死ぬる」となる。 

 （5）書ずに死ぬが誠の道と。 （松亭金水 1832「恋の花染」） 

文語訳聖書に見られる「死ぬ＋り」は、ナ行変格活用「死ぬ」の命令形か、四段活用「死

ぬ」の已然形もしくは命令形が「り」に接続したという可能性が考えられる。 

 

 
2 古典語にナ行四段活用は無い。 

『舊新約聖書 ⽂語訳』（流布版） 
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3-2、助動詞「り」と「たり」 

助動詞「り」は、もとは動詞の連用形に「あり」が接続した、その語尾である。それを「動

詞の一活用形＋り」のように分析して分出されたものが助動詞「り」である。四段動詞とサ

行変格動詞以外の連用形は、音韻上の制約から「あり」が直接付くことができなかったと考

えられている3。 

一方「あり」が直接付くことができない活用型の動詞には、助詞「て」を介して「あり」

が後接し、存続・完了の助動詞「たり」となった。「り」と「たり」は承接上の相違がある

のみで、意味の差異は無い。そのため 11 世紀以降は「たり」の使用が増加してゆき、制約

のある「り」は衰退するが、書き言葉や韻文においては使用され続ける。 

【表 2】「り」「たり」の承接 

助動詞 前接する動詞 

り 四段活用動詞のエ列音、サ行変格活用のエ列音 

たり すべての動詞の連用形 

 

3-3、規範としての古典文法 

 助動詞「り」が衰退する一方で、書き言葉、特に和歌・和文では 10〜11 世紀の語法が志

向された。「死ぬ」がナ行変格活用動詞であることは 18 世紀には記述されており、助動詞

「り」の承接に制限があり、古典語にナ行四段活用が無いため「−ね＋り」という組み合わ

せが無いことも国学者によって明らかにされている4。 

ここで問題となるのは、翻訳委員会による『新約全書』（1880）、『旧約全書』（1888）が編

纂された時期に、こうした古語の知識がどの程度共有されていたのか、ということである。

明治元訳の協力者の一人、松山高吉は平田銕胤・黒川真頼に国学を学んだ人物であり、そう

した学識に接する機会はあったと思われる。	

一方で、擬古文を志向しつつも（5）のように口語表現の影響を受ける例は少なからずあ

る。ただし、「死ぬ＋り」の組み合わせに限っては国立国語研究所『日本語歴史コーパス』

にも見出すことができず5、非常に稀な例と言える。	

 

4、調査方法と結果 

 流布版のテキストデータ6を用い、まず「死ぬ」の用例を確認した。その上で「死ぬ＋り」

の各活用形を検索し、各書の用例数を算出した。具体的には、想定できる書字形式「死（し

ね）り」「死ねり」「死ねる」「死（しね）る」などを検索し、本文にあたりながら対象外の

 
3 大野（1953）、小田（2015）。 
4 本居春庭（1808）、義門（1844）など。 
5 19世紀以降、「書く」に対する「書ける」のような可能動詞の使用が拡大してゆくため、「死
ねる」という語形も可能動詞と混同される恐れがあるために破格が生じにくかった、という事

情も考えられる。 
6 日本聖書協会編集部、および髙橋洋成氏の協力のもと、Paratextのテキストデータを用いた。 
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例（「死（しぬ）る」など）をふるいにかけた。同様にして、存続・完了の助動詞「たり」

が「死ぬ」に後接する例も確認した。結果は表 4（旧約）、表 5（新約）のとおりである。 

 

4-1、「死ぬ」 

 当該資料において、「死ぬ」は全般的にナ行変格活用として用いられていることが確認で

きた。 

【表 3】「死ぬ」用例数（旧約・新約） 

語形 用例数 

死な 160 

死に 336 

死ぬ（終止形） 73 

死ぬ（連体形） 3 

死ぬる 133 

死ぬれ 2 

死ね 94 

  

 表 3 の「死ね」94 例は全て助動詞「り」

に続くもので、已然形「死ねば」や命令形

「死ね。」のような用例は確認できなかった。 

 また、連用形「死ぬ」の例については、7

節に述べる。 

 

 

 

 

 

4-2、「死ぬ＋り」 

連用形「死ねり」7、已然形「死ねれ」の例は確認できなかった。また、圧倒的に終止形で

の出現が目立つ。「死ぬ＋り」は旧約には少なからず用例を確認することができたが、流布

版の新約には確認できなかった。流布版では新約が改訳を経ていることを考慮すると、この

破格表現は新約に限って改められた可能性が考えられる。そこで、明治元訳の『新約全書』

の四福音書を目視で点検したところ、マタイ 3 例、マルコ 2 例、ヨハネ 4 例、合計 9 例を確

認することができた。これについては後述する。 

 

4-3、「死ぬ＋たり」 

「死ぬ＋り」との相違は、已然形、連用形が確認できる点である。已然形は「死にたれば」

の形で条件節を形成し、連用形は「死にたりし」のように過去の助動詞「き」を伴うもので

ある。また、「死ぬ＋り」は終止形が特に多く見られたが、「死ぬ＋たり」は終止形だけに偏

らない。新約においては、連体形の用例が終止形を上回っていることが確認できる。また、

文末においては「たり」よりも「り」が用いられる傾向があるようである。 

 

  

 
7 流布版の旧約聖書と明治元訳には句読点が無いため、過去の助動詞「き」などが後接するよ
うな、明らかに連用形と認定できるものだけを連用形とした。 
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【表 4】「死ぬ＋り」「死ぬ＋たり」の用例数（旧約） 

 「死ぬ＋り」用例数 「死ぬ＋たり」用例数 

 終止 連体 合計 連用 終止 連体 已然 合計 

創世記（へ） 14 
 

14  3 3 2 8 

出エジプト記（へ） 2 
 

2  2   2 

民数記（へ） 7 1 8  1 2  3 

申命記（へ） 1 
 

1   6  6 

ヨシュア記（へ） 4 
 

4 1    1 

士師記（フ） 4  4  1 1  2 

ルツ記（フ） 1 5 6      

サムエル記上（フ） 4 
 

4      

サムエル記下（フ） 15 4 19  1   1 

列王記上（フ） 2 4 6  2   2 

列王記下（フ） 5 
 

5    2 2 

歴代誌上（フ） 7 1 8  2   2 

歴代誌下（フ） 5 
 

5      

ヨブ記（へ）    1    1 

詩篇（日） 
 

2 2   1  1 

コヘレト（へ）  2 2      

イザヤ書（日）  2 2   1 1 2 

エレミヤ書（へ） 1 
 

1      

エゼキエル書（へ） 1  1   1  1 

ホセア書（へ） 
   

1    1 

総計 73 21 94 3 12 15 5 35 

※用例数 0の書は表から除いた。空欄は用例が無かったことを示す。 

※「へ」は主要担当者ヘボン、「フ」は主要担当者フルベッキ、「日」は複数の日本人が担当した

ことを表す。 

 

【表 5】「死ぬ＋たり」の出現数（新約）  
未然形 連用形 終止形 連体形 已然形 総計 

マタイ     4 5   9 

マルコ     3 4   7 

ルカ     2 6   8 

ヨハネ     5     5 

使徒行伝     3 3 1 7 
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ロマ書 1   2 7   10 

１コリ     1     1 

２コリ       2   2 

ガラテア     1     1 

エフェソ       2   2 

コロサイ       2   2 

１テモテ       1   1 

２テモテ       2   2 

ヘブライ     2 4   6 

ヤコブ       3   3 

１ペテロ       2   2 

黙示録   1 2 4   7 

総計 1 1 25 47 1 75 

※用例数 0の書は表から除いた 

 

5、考察 

5-1、対比表現 

 「死ぬ＋り」の用例を確認すると、その該当箇所の周辺に対比的な文言がある場合がある。

例えば創世記 5章では、「生めり」と「死ねり」が繰り返される。 

（6）アダムのセツを生みし後の齢
よはひ

は八百歳にして男子
な ん し

女子
に ょ し

を生めり 

    アダムの生存
いきながら

へたる齢
よはひ

は都合
す べ て

九百三十歳なりき而して死ねり 
    セツ百五歳に及びてエノスを生めり 

    セツ、エノスを生みし後八百七年生存
いきながら

へて男子
な ん し

女子
に ょ し

を生めり 

    セツの齢
よはひ

は都合
す べ て

九百二歳なりき而して死ねり       （創世 5:4-8） 
 これに類似して、ある人物の寿命を記すような文脈で「死ねり」が用いられる。 

 （7）是らの事の後ヱホバの僕
しもべ

ヌンの子ヨシユア百十歳にして死ねり（ヨシュ 24:29） 

 （8）アサその先祖等と偕に寝
いね

りその治世の四十一年に死
しね

り（歴代下 16:13） 
 

 このような対比表現は、連体形の用例にも見られる。この場合は「生（活）ける」と対比

される。 

（9）既に死ねる者と尚
なほ

生ける者との間に立ちければ疫病止
とど

まれり（民数 16:48） 

（10）ナオミ媳
よめ

にいひけるは願はくはヱホバの恩
めぐみ

かれにいたれ彼は生ける者と死ねる者

とを棄てずして恩
めぐみ

をほどこす（ルツ 2:20） 

（11）今一人の婦
をんな

いふ否活けるはわが子死ねるは汝
なんぢ

の子なりと此婦
をんな

いふ否
いな

死ねるは汝
なんぢ

の子活けるはわが子なりと彼等斯王のまへに論
い

へり（列王上 3:22） 
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 この場合「ウメリ（ル）」「イケリ（ル）」に対比されるため、「-e リ（ル）」という形式、

なおかつ 3音節で揃うことが望ましく、その点で「死ねり（る）」は最適だったのだと考え

られる。 

 

5-2、後接語の傾向 

 旧約聖書は「り」「たり」双方の用例が見られるため、連体形「死ねる」「死にたる」の後

接語を比較した。 

【表 6】「死ねる」 

後接語 用例数 

者 12 

は 4 

のみ 1 

所 1 

時 1 

を 1 

なり 1 

合計 21 

 

【表 7】「死にたる」 

後接語 用例数 

後 6 

者 4 

時 2 

年 1 

兄弟 1 

を 1 

合計 15 

 

「は」「を」に接続する例を確認すると、「者」と置き換えることができる。つまり連体形

「死ねる」の用例は「死者」と言い換えられる例が大半を占めるということである。これに

対して「死にたる」は「後」「時」のような先後関係に関わる体言に続く傾向があるようで

ある。 

（11）今一人の婦
をんな

いふ否
いな

活けるはわが子死ねるは汝
なんぢ

の子なりと此婦
をんな

いふ否
いな

死ねるは汝
なんぢ

の子活けるはわが子なりと彼等斯王のまへに論
い

へり（列王上 3:22） 

（12）祭司の長
おさ

の死にたる後
のち

はその人を殺せし者おのれの産業の地にかへることを得べ

し（民数 35:28） 

（13）モーセはその死にたる時百二十歳なりしがその目は矇
かす

まずその気力は衰へざりき 
（申命 34:4） 

6、四福音書における「死ぬ＋り」 

 4-2 に述べたとおり、流布版の新約には「死ぬ＋り」が見いだせなかった。明治元訳の四

福音書を目視で点検したところ、マタイ 3 例、マルコ 2 例、ヨハネ 4 例、合計 9 例（ルカ 0

例）を確認することができた。その全用例と、流布版の該当箇所を以下に示す。 

 

（14a）起
おき

て嬰兒
をさなご

とその母とを挈
たづさ

へイスラエルの地にゆけ嬰兒
をさなご

の生命
い の ち

を索
もとむ

る者已
すで

に死
しね

り 
（明治元訳、マタ 2:20） 

→（14b）『起きて、幼兒
をさなご

とその母とを携へ、イスラエルの地にゆけ。幼兒
をさなご

の生命
い の ち

を索
もと

めし
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者どもは死にたり』（流布版、マタ 2:20） 

（15a）イエス彼等に此事を言
いへ

る時ある宰
つかさ

きたり拜して曰
いひ

けるは我女
むすめ

いま既に死
しね

り	
（明治元訳、マタ 9:18） 

→（15b）イエス此等のことを語りゐ給ふとき、視よ、一人の司きたり、拜して言ふ『わ

が娘いま死にたり。（流布版、マタ 9:18） 

（16a）之に曰けるは退け女
むすめ

は死
しね

るに非
あら

ずたゞ寝
いね

たるのみ人々イエスを哂笑
あざわら

ふ 
（明治元訳、マタ 9:24） 

→（16b）『退け、少女は死にたるにあらず、寐
い

ねたるなり』人々イエスを嘲笑
あざわら

ふ。 
（流布版、マタ 9:24） 

（17a）彼死
しに

たる者の如
ごとく

なりぬ人〻これを已
すで

に死
しね

りと云
いふ

（明治元訳、マコ 9:26） 
→（17b）その子、死人の如くなりたれば、多くの者これを死にたりと言ふ。 

（流布版、マコ 9:26） 

（18a）七人みな之を娶
めとり

たれど子なく終
つひ

には此婦
をんな

も死
しね

り（明治元訳、マコ 12:22） 

→（18b）七人とも嗣子
よ つ ぎ

なくして死に、終
つひ

には其の女も死にたり。（流布版、マコ 12:22） 

（19a）爾曹
なんぢら

の先祖は野にてマナを食
くらひ

しかど死
しね

り（明治元訳、ヨハ 6:49） 

→（19b）汝らの先祖は、荒野にてマナを食
くら

ひしが死にたり。（ヨハ 6:49） 

（20a）アブラハム既に死
しに

また預言者も死
しね

り（明治元訳、ヨハ 8:52）	
→（20b）アブラハムも預言者たちも死にたり、（流布版、ヨハ 8:52） 

（21a）アブラハム既に死
しに

預言者たちも死
しね

り爾
なんぢ

みづからを誰
たれ

と為
する

か（明治元訳、ヨハ 8:53） 

→（21b）彼は死に、預言者たちも死にたり、汝はおのれを誰
たれ

とするか（流布版、ヨハ 8:53） 

（22a）是
この

故
ゆゑ

にイエス明
あきら

かに彼に告
つげ

て曰
いひ

けるはラザロは死
しね

り（明治元訳、ヨハ 11:14） 

→（22b）ここにイエス明白
あ ら は

に言ひ給ふ『ラザロは死にたり。（流布版、ヨハ 11:14） 
 

（16）を除いて全て終止形で用いられており、流布版で 9 例全てが「たり」に置換されて

いる。4 に述べたような対比表現のような文脈は見当たらず、積極的に「死ねり」が用いら

れる要因は簡単には確認できない。ただし修辞上の工夫として、（17）は「死
しに

たる者」と「死
しね

り」、流布版では「死人」と「死にたり」のように、1 文の中で表現が重複することを避けた

ことが窺われる。 

 

7、活用型の混乱 

 動詞「死ぬ」の他の用例を点検すると、規範的古典文法から逸脱した例が「死ねり」以外

にも確認できる。以下に列挙する。 

 （23）汝
なんぢ

若
もし

歸
かへ

さずば汝と汝に属する者皆必ず死ぬるべきを知るべし（創世 20:7） 

（24）是においてエジプト人我等
わ れ ら

みな死ぬると言ひて民を催逼
せきたて

て速かに國を去らしめん

とせしかば（出エ 12:33） 

（25a）我は復生
よみがへり

なり生命
い の ち

なり我を信ずる者は死
しぬ

るとも生
いく

べし（ヨハ 11:25） 
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 上記 3 例とも、終止形をとるべきところである。（23）はナ行変格活用であれば「死ぬべ

き」とあるのが望ましい。（24）の後接語「と」は引用文を受けるので、ここは文末の形式

であるべきで、連体形になる積極的条件（係り結びなど）が無いため、終止形「死ぬ」が穏

当である。（25a）は、流布版では改められている。 

 →（25b）我は復活なり、生命なり、我を信ずる者は死ぬとも生きん（流布版、ヨハ 11:25） 

 

次の例は、上記 3 例とは反対に、古典語であれば連体形「死ぬる」とあるべきところだが、

「死ぬ」の形式が現れる例である。この例は「死ぬ」が四段活用化した連体形の例と言える。 

（26）わが律法
お き て

を行ひわが法度
の り

に歩まば彼はその父の惡のために死ぬことあらじ 
（エゼ 18:17） 

 上記の例は、「死ぬ」が四段活用と混乱した状態を反映したものと考えられる。（26）はそ

のまま四段活用の語形の例だが、（23）（24）（25）の 3 例は、擬古文を作成するにあたって

過剰な類推がはたらき、誤った形式を用いてしまったものと見受けられる。 

 こうした用例を考慮すると、「死ねり」はナ行変格活用が四段活用動詞として用いられた

例として位置付けることができる。つまり、助動詞「り」を承けることができる動詞として

「死ぬ」を用いた結果、「死ぬ＋り」という組み合わせが生じたということである。 

 

8、代替表現の可能性 

流布版に「死にたり」の用例も散見されるように、「死ぬ＋り」の代替表現として次の選

択肢が想定できる。 

（ア）「死にたり」（「死ぬ」＋「たり」） 

（イ）「死せり」（漢語サ変動詞「死す」＋「り」） 

「死にたり」は、5-1 に述べたような条件においては、不都合とされた可能性が想定され

る。それに対して「死せり」は文法的にも規範を逸脱することなく、音節数の点でも「死ね

り」の代替となって「生めり」「活けり」と対比して用いることができる。 

しかしながら、「死せり」の用例は新旧約全編を通して流布版に見出すことができない。

さらに言えば、「死せり」に限らず漢語サ変動詞「死す」そのものの使用が、強く抑制され

ているようである。今回の調査では以下の 3 例のみ認められた。 

（27）また或人は心を苦しめて死
し

し終
つひ

に福祉
さいはひ

をあぢはへる事なし（ヨブ 21:25） 

（28）凡活ける者の中
うち

に列なる者は望
のぞみ

あり其
そ

は生ける犬は死せる獅子に愈
まさ

ればなり 
（コヘ 9:4） 

 （29）兄弟よ、われらの主イエス・キリストに在りて、汝等につき我が有
も

てる誇
ほこり

により

て誓ひ、我は日々に死すと言ふ。（1コリ 15:31） 

（28）は「生ける犬」と「死せる獅子」での対比表現を意図していると思われ、「死ねり」

を用いずとも「生ける」との調和が成立している。 
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9、助動詞「り」の出現頻度 

 「死ぬ＋り」が生じる背景として、存続・完了の助動詞「り」は何も関わりが無いのか。

3 に述べたように、「り」と「たり」は相補分布するものではなく、時代が下るにつれて「り」

は減少する傾向にある。それにも関わらず明治元訳の旧約聖書において「死ぬ」に対して「た

り」よりも「り」が多用されるのは、歴史的な流れに反するようにも思われる。そこで、明

治元訳の旧約聖書における実態を確認しておく。 

 散文のサンプルとして「創世記」、韻文のサンプルとして「詩篇」のテキストデータを、

形態素解析ツール「Web 茶まめ」を用いて形態素解析し8、目視で修正を加え、簡易的なコ

ーパスを作成した。それを用い、「り」「たり」の相対頻度9を算出した。また比較のため、

国立国語研究所『日本語歴史コーパス』を用いて各時代の文語体資料を数点選び、「り」「た

り」の相対頻度を算出した。表 8 がその結果である。 

 

 流布版の数値は『源氏物語』や『大鏡』などに最も近似している。最後に挙げた尾崎紅葉

（1897~1902）『金色夜叉前篇』は、同時期の文語体小説の中でも特に「り」の出現件数が多

いことがわかっているが10、それ以上に流布版は「り」の相対頻度が高いことが注目される。 

また、散文よりも韻文（『古今和歌集』、『新古今和歌集』）の方が「り」が多用される傾向

にあるようである。「詩篇」の数値もそれに準じると考えられる。 

「り」の相対頻度が高いということは、四段活用動詞に対して「たり」よりも「り」が選

択される頻度が相対的に高いということであり、それは四段活用が混用されていた「死ぬ」

に対しても「り」を選択しやすい環境だったということである。これが遠因となって、「死

ぬ＋り」という組み合わせも実現したのだと考えられる。 

 

10、結論 

流布版の文語訳聖書に見られる「死ぬ＋り」は、規範的古典文法に照らせば「破格」表現

である。「死ぬ」「死ぬ＋り」「死ぬ＋たり」などの用例を調査した結果、1）「生ける」など

と対比させる文脈での例が見られること、2）ナ行変格活用「死ぬ」が四段活用と混乱して

いる例が確認できること、3）助動詞「り」の相対頻度が比較的高いこと、以上 3点が確認

できた。これらの条件によって、本来承接することのない「死ぬ＋り」という表現が実現し

たのだと結論づける。 

なお流布版には、「死ねり」だけでなくラ行変格活用「をる」に「り」が後接する例も

見え、同様の背景があると推察する。 

 
8 解析には近代文語の辞書を用いた。 
9 総語数の異なる資料どうしを比較するため、総語数（記号・補助記号・空白を除く）に対す
る出現件数の割合を算出したもの。 
10 許哲ほか（2021） 
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 （30）鴉を放出
は な

ちけるが水の地に涸るゝまで往
ゆき

來
き

しをれり（創世 8:7） 
【表 8】各資料における「り」「たり」の相対頻度  

相対頻度 出現件数 

資料（成立時期） り たり り たり 総語数 

古今和歌集11（906） 0.45% 0.08% 89 15 19608 

源氏物語12（1010） 0.78% 0.99% 3393 4303 432592 

大鏡（1100） 0.78% 0.65% 559 463 71267 

今昔物語集（1100） 0.30% 1.27% 1503 6326 499436 

新古今和歌集13（1205） 0.28% 0.12% 90 40 32548 

平家物語（1250） 0.17% 0.98% 350 1993 202594 

徒然草（1336） 0.52% 1.43% 177 484 33753 

奥の細道（1694） 0.38% 0.65% 26 45 6908 

明治初期雑誌14（1874~1895） 0.44% 1.03% 8435 19584 1899283 

旧約聖書 創世記（1888） 1.12% 1.00% 553 493 49314 

旧約聖書 詩篇（1888） 1.24% 0.68% 728 400 58657 

金色夜叉前篇（1897~1902） 0.77% 0.96% 212 263 27426 

 

 
11 散文と韻文とを分けて考えるため、和歌のみを検索対象とした。 
12 検索対象から和歌を除外して算出した。 
13 脚注 11に同じ。 
14 『明六雑誌』（1874~1875）、『東洋学芸雑誌』（1881~1882）、『国民之友』（1887~1888）、『女学
雑誌』（1894~1895）の文語文体を検索対象とした数字。 
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